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あなたがた がわた しの 主に ネ 斤らないなら… 


親愛なる ムス リムの 皆様。 水が 人間に とっ 
て 命に 関わる ものである こと を 否定す る 人は い 
ないで しょう。 水の ない 地域で 人が 生きて いく 
ことは 不可能です。 従って 人の 命は 水に、 もっ 
と 正確に 言うなら その 持ち主に、 それを もたら 
す 存在の 慈悲 や 慈愛に かかって いるので す。 そ 
の 為、 ク ルアー ンは 多くの 箇所で、 水 （雨） を 
慈悲と 一体化し たものと して 記して います。 言 
い 換えるなら 水は、 慈悲の 顕現と して 降って く 
るので す。 識別 章では、 アツ ラーは 恵みと 言う 
言葉を 水 と言う 言葉の 代わり に 用いて お られま 
す。 「また かれ こそは、 

その 慈雨を 降らす 前に、 

吉報の 風を 吹き 起こす 
御 方で ある。 そして わ 
れ は、 天から 清浄な 雨 
を 降らす。」 （識別 章 
第 4 8 節） 

私たちの 父祖 も、 つ 
い 最近まで 雨を 「恵 
み」 と言う 言葉で 表現 
していました。 雨を 恵 
みと 呼ぶ こ とは、 秘め 
られた ドウ アー なので 
す。 いつの 頃から か、 雨を 恵みと 呼ぶ ような 考 
え 方は 消え去って しまい、 雨が 降ったら 面倒な 
ことに なった と 言い、 振らなければ 災い だと 言 
うよう になった のです。 

ク ルアー ンの 大権 章は 次の 文章で 締めく く 
られ ています。 「言って やる がいい。 『あなた 
がた は 考えない のか。 もし 或る 朝、 あなたがた 
の 水が 地下に 沈み 去ったならば、 涌き 出る 水を、 
あなたがたに 齋 せる ものは、 一体 誰で あるの 
か。』」 （大権 章 第 3 0 節） そう、 誰が もたら 
して くれる でしょ ろか。 

この 問い かけを している この 啓示は、 「慈 
悲深 いお 方アツ ラー」 と言う 答えを 求める もの 
です。 なぜ 慈悲な のでし ょうか？ 水は、 アツ ラ 
一の 限りな V 、慈悲 深さ の 象徴で あるから です。 
その お 方の 無限の 慈悲 深さ、 慈しみ 深さを 象徴 
している のです。 


「ナツ ザ ラナ ー」 という 語は、 「我は それを 下 
した」 と言う 意味になります。 

この 表現は、 啓示を 下された こと、 そして 
水を 下された ことに おいて 用いられます。 啓示 
は 奇跡で あり そして 水 もまた 同様な のです。 啓 
示は 生命で あり、 水 もまた そうな のです。 啓示 
は 生命を 持つ もので あり、 水 もまた そうです。 
啓示は 潟き きった ムに 生命を 与える もので あり、 
水は 死んだ 大地に 生命を 与えます。 

ムス リムの 皆様。 水が 生命を もたらす もの 
であり、 生命で あり、 奇跡で ある ことを 信じな 

い 人々 に とって、 水と 
は 単に 二つの 水素と 一 
つの 酸素に よって 形成 
された 化学的な 合成物 
にすぎないで しょう。 
彼らに と って 水は ただ 
H 20 なのです。 「水素 
も 酸素 も ある、 あなた 
も 水を 作って みて くだ 
さい。」 と 言えば 彼ら 
はと まどうで しょう。 
水が 神聖な 恵みで ある 
こと を 考えない 人は、 
それが 奇跡で ある ことを も 認めないで しょう。 
ちょうど、 持ち主の いない ラク ダを 潟き のうち 
に 放っておき、 預言者 ムハンマド がその ラク ダ 
の 水を 飲む 権利を 守っ たこと に 対 し 腹を 立て、 
ラク ダに 拷問を 行なって 殺して しまった サム ド 
が、 自分 達が その為に 滅 t させられ たという こ 
とを 知らなかった ように。 こういった 人々 に、 
恵みを もたらす ものと なる ドウ ア ーにつ いて 説 
くことは、 中東の 地域で 言われて いる ラク ダに 
溝を 跳び 越させる のと 同じく らい 困難でしょう。 

ムス リムの 皆様。 今日の フトバ を、 慈悲へ 
の 媒介と なる ドウ ア ーが どれほど 重要な もので 
あるかを 示す ク ルアー ンの 言葉で 締めく くりた 
いと 思います。 「あなたがたが わたしの 主にが 
ら ないなら、 かれは あなたがたを、 構って 下さ 
ら ないで あろう。」 （識別 章 第 7 7 節） 
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